
議
会
で
は
議
員
の
研
鑽
の
た
め

に
議
員
研
修
会
を
開
催
し
て
お

り
、
今
年
は
２
回
の
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

日
時
　
平
成
29
年
11
月
20
日

場
所
　
神
岡
振
興
事
務
所
会
議
室

講
師
　
神
通
川
水
系
砂
防
事
務
所

�

所
長
　
岩
舘
知
哉
氏

集
中
豪
雨
、台
風
、地
震
と
自
然

災
害
の
多
い
昨
今
、
被
害
を
未
然

に
防
ぎ
、
被
害
を
い
か
に
少
な
く

す
る
か
と
い
う
、
防
災
・
減
災
の

課
題
に
私
た
ち
は
直
面
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
過
去
に
多
く
の

ら
に
は
、
多
雨
多
雪
地
帯
と
い
う

気
象
条
件
も
相
ま
っ
て
、
下
流
域

に
土
砂
が
大
量
に
流
出
し
や
す
い

流
域
特
性
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に

対
し
国
土
交
通
省
で
は
ハ
ー
ド
面

で
の
対
策
は
取
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
私
た

ち
は
次
の
３
点
に
つ
い
て
心
得
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
①
日
頃
か
ら

自
分
の
家
が
土
砂
災
害
発
生
の
恐

れ
が
高
い
場
所
に
あ
る
の
か
ど
う

か
、ま
た
、避
難
場
所
や
避
難
路
に

つ
い
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
岐
阜

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
し

て
お
く
こ
と
。
②
大
雨
に
よ
り
土

砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
非
常
に

高
く
な
っ
た
時
に
は
、
土
砂
災
害

警
戒
情
報
に
注
意
す
る
こ
と
。
③

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ

た
ら
、
早
め
に
近
く
の
避
難
場
所

な
ど
安
全
な
場
所
に
、
大
雨
に
な

る
前
、
暗
く
な
る
前
に
避
難
す
る

こ
と
。
ど
う
し
て
も
避
難
場
所
へ

の
避
難
が
困
難
な
と
き
は
、
近
く

の
頑
丈
な
建
物
の
２
階
以
上
に
緊

急
避
難
す
る
か
、
そ
れ
も
難
し
い

場
合
は
家
の
中
で
よ
り
安
全
な
場

所
に
避
難
す
る
こ
と
。

以
上
の
よ
う
に
、
議
員
も
常
日

頃
か
ら
防
災
意
識
を
し
っ
か
り
持

ち
、
緊
急
時
に
は
自
分
の
身
の
安

全
を
確
保
し
た
う
え
で
、
避
難
場

所
等
で
の
情
報
収
集
や
混
乱
を
防

ぐ
な
ど
、
市
民
に
安
心
感
を
持
た

せ
る
よ
う
な
行
動
を
取
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
。 （
澤　

史
朗
）

日
時
　
平
成
29
年
12
月
18
日

場
所
　
委
員
会
室

講
師
　
龍
谷
大
学
政
策
学
部

�

教
授
　
土
山
希
美
枝
氏

龍
谷
大
学
の
土
山
教
授
を
講
師

に
迎
え
て
、「
質
問
力
を
高
め
る　

議
会
力
に
い
か
す
」を
テ
ー
マ
に
し

て
議
員
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
飛
騨
市
議
会
は
14
名
中
半

数
の
７
名
が
１
期
目
で
、
会
派
も

な
い
中
で
、
議
員
資
質
向
上
の
た

め
に
、
議
員
全
員
で「
研
修
」と
い

う
形
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
講
演
は
議
員
力
の
向
上
に
は
必

災
害
が
発
生
し
て
い
る
神
通
川
水

系
の
砂
防
行
政
に
つ
い
て
研
修
を

行
な
っ
た
。
最
初
に
映
像
に
よ
る

自
然
災
害
の
発
生
と
被
害
状
況
を

解
説
さ
れ
、
特
に
記
憶
に
新
し
い

７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
被

害
の
様
子
を
は
じ
め
平
成
29
年
に

全
国
で
起
き
た
土
砂
災
害
の
発
生

状
況
を
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
飛

騨
市
内
で
も
十
数
か
所
で
被
害
の

出
た
今
年
10
月
の
台
風
21
号
を
、

気
象
情
報
を
も
と
に
そ
の
日
の
状

況
を
説
明
さ
れ
る
と
、
そ
の
実
態

が
よ
く
把
握
で
き
た
。

神
通
川
水
系
、
特
に
高
原
川
流

域
に
お
い
て
は
過
去
に
何
度
も
土

砂
災
害
が
起
き
て
お
り
、
神
岡
町

内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
こ
の
流
域
の
地
質
は
脆
弱

で
北
ア
ル
プ
ス
で
は
造
山
運
動
に

よ
り
年
間
４
～
５
㎜
隆
起
し
て
い

る
と
言
わ
れ
、
不
安
定
な
地
質
構

造
を
呈
す
る
他
、
平
湯
川
流
域
は

火
山
噴
出
物
が
厚
く
堆
積
し
荒

廃
地
を
形
成
、
下
流
域
の
跡
津
川

に
は
安
政
五
年
の
飛
越
地
震（
Ｍ

７
・
１
）の
原
因
で
あ
る
跡
津
川
断

層
が
あ
り
、
深
層
崩
壊
の
危
険
性

が
高
い
な
ど
、
土
砂
生
産
が
著
し

い
流
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら
脆
弱
で

崩
れ
や
す
い
地
質
構
造
に
加
え
、

急
流
河
川
と
い
う
地
形
条
件
、
さ

須
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
議

会
の
課
題
は
、
⑴
政
治
争
点
の
集

約
・
公
開
、⑵
政
治
情
報
の
整
理
・

公
開
、⑶
政
治
家
の
選
別
・
訓
練
、

⑷
長
・
行
政
機
構
の
監
視
、
⑸
政

策
の
提
起
・
決
定
・
評
価
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、特
に
⑷
、⑸
に
は
質

問
力
が
高
い
・
低
い
こ
と
で
、
議

会
全
体
も
そ
の
存
在
意
義
に
ま
で

疑
義
が
生
じ
る
た
め
、
質
問
力
の

能
力
向
上
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
解
決
の
た
め
に
研

修
を
行
い
ま
し
た
が
、
土
山
教
授

の
話
は
、目
か
ら
鱗
の
如
く
、今
ま

で
の
質
問
を
振
り
返
る
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

事
実（
現
状
、問
題
現
況
）、分
析

（
事
実
か
ら
言
え
る
こ
と
）、
主
張

（
言
い
た
い
こ
と
）の
構
成
で
、
事

実
に
基
づ
く
分
析
か
ら
主
張
へ
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

自
治
体（
飛
騨
市
）は
何
の
た
め

に
あ
る
の
か
。
市
民
が
必
要
不
可

欠
と
す
る
政
策
・
制
度
を
整
備
す

る
た
め
の
も
の
と
認
識
し
、
課
題

は
無
限
、資
源
は
有
限
の
中
、選
択

さ
れ
た
政
策
等
に
決
断
と
い
う
責

任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
学
び
ま

し
た
。
今
回
の
研
修
を
経
て
、
議

会
も
更
な
る
発
展
を
し
て
い
き
ま

す
。�

（
高
原　

邦
子
）
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議員研修会の開催議員研修会の開催

砂
防
行
政
に
関
す
る
研
修
会

議
員
研
修
会
を

　
開
催
し
ま
し
た

議
員
研
修
会
を

　
開
催
し
ま
し
た

一
般
質
問
に
関
す
る
研
修
会


